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目的： 

出生コホート調査の参加者に対して教育イベントを開催することで、質問票の返送率が向上するかどうかを検証した。 

 

方法： 

エコチル調査富山ユニットセンターに登録された 5,379 組の母子を対象とした。離乳食セミナーとリトミック教室を企画し、対象者

に案内し来場を募った。該当イベントの対象年齢を過ぎていたため招待しなかった群（非招待群）を対照とし、招待したが申し込ま

なかった群（非申込群）、申し込んだが来場しなかった群（申込群）、来場した群（来場群）に対し、イベント開催後に配布した質問

票の返送率を比較した。 

 

結果： 

離乳食セミナーとリトミック教室の申込群と来場群はいずれもイベント後に配布した質問票の返送率が非招待群と比較して高かっ

た。さらに、リトミック教室の非申込群は、非招待群よりも高い返送率であった。全体として、教育イベントの提供は、質問票が未

返送となる割合の低減と関連していた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

郵送による質問票調査では研究主催者は参加者と直接会うことはできないが、一般に、直接会ったり電話で話したりするなどの

コミュニケーションの機会を提供することは、高い研究参加率と関連することが知られている。本研究で開催した対面コミュニケー

ションは参加者の調査へのモチベーションを高めたことで、質問票返送を促したと考えられる。一方、本研究は観察研究であり、

非招待群は単にイベント開催時に対象年齢より高い子どもを持つ参加者であり無作為割り付けを行っていないため、因果関係を

示すことはできない。また母親の性格特性の検証もできていないため、今後さらなる検討が必要である。 

 

結論： 

長期間継続する出生コホート調査の参加者に対し、年齢やニーズに合った教育イベントを実施することで、質問票回収が増える

可能性がある。 

 


